
進化する美保テクノスＢＩＭ

プ
ロ
セ
ス
確
立
が
導
入
ポ
イ
ン
ト

米
子
か
ら
全
国
へ
地
域
建
設
業
の
力
に

維
持
管
理
段
階
に
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
へ

鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎　竣工

美保テクノス　代表取締役社長　　野津　健市

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
ベ
ス
ト・プ
ラ
ク
テ

ス
確
立
へ

ＺＥＢ、ＢＣＰ、コロナ対策を実現 美
保
テ
ク
ノ
ス
常
務
建
築
本
部
長
　

山
内
　

英
樹

美
保
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｍ
戦
略
部
長
　

新
田
　

唯
史

建物ＬＣ全体に活用するフルＢＩＭ

美
保
テ
ク
ノ
ス
新
社
屋
　

竣
工地域建設業初のＩＳＯ取得

設計から施工までフルＢＩＭに挑む

工事概要

トップランナーとして成長

応用技術　　　
代表取締役社長

船橋　俊郎

成果をパッケージに

応用技術

高木　英一
ＤＸ推進本部長
執行役員

社内外つなぐ基盤構築

オートデスク
技術営業本部建築
ソリューション部部長

羽山　拓也

ＩＳＯで業務改革実現

Ｂ Ｉ Ｍ プ ロ セ ス
イノベーション代表

伊藤　久晴

（６）（７） （第三種郵便物認可）（第三種郵便物認可） ２０２３年（令和５年）８月２１日　（月曜日）２０２３年（令和５年）８月２１日　（月曜日） 【特　集】【特　集】

６
月
開
催
の
業
務
提
携
中
間
発
表
会
に
は
伊
木

隆
司
米
子
市
長
︵
中
央
︶
も
か
け
つ
け
た

新社屋のフルＢＩＭの成果を整理

　
美
保
テ
ク
ノ
ス
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
接
点
は


２
０
０
４
年
に
さ
か
の
ぼ
る

国
内
で
Ｂ

Ｉ
Ｍ
が
注
目
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
元
年
の

年

よ
り
も
５
年
も
前
の
こ
と
だ

当
時

中

途
入
社
し
た
新
田
唯
史
Ｂ
Ｉ
Ｍ
戦
略
部
長

が
オ

ト
デ
ス
ク
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ
ト
﹃
Ｒ

ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
﹄
を
使
い
始
め
た
こ
と
が
き


か
け
に
な

た

生
産
効
率
化
の
手
段
に

な
り
得
る
と


年
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
戦
略
部
の

前
身
と
な
る
Ｉ
Ｐ
Ｄ
セ
ン
タ

を
発
足



年
に
は
施
工
段
階
へ
の
導
入
に
向
け
て

社
内
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ

ム
も
設
け

体

制
を
整
え
て
き
た


　

年
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
戦
略
部
発
足
を
機
に
独

自
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
規
格
を
構
築
し

合
わ
せ
て

応
用
技
術
の
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
支
援
パ

ケ


ジ
﹃
Ｂ
ｏ
ｏ
Ｔ

ｏ
ｎ
ｅ
﹄
の
全
面
導
入

に
踏
み
切

た

社
内
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
プ

ロ
セ
ス
を
円
滑
化
す
る
こ
と
を
軸
に
置
い

た
こ
と
で

設
計
部
門
や
施
工
部
門
の
意

識
も
徐
々
に
変
化
し
て
き
た


　
設
計
・
施
工
案
件
の
サ

ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅
を
中
心
に
十
数
件
の
プ
ロ
ジ

ク

ト
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
を
積
み
上
げ
て
き
た
同

社
だ

た
が

そ
れ
ま
で
設
計
か
ら
施
工

ま
で
を
一
貫
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
つ
な
ぐ
フ
ル

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
手
が
け
た
実
績
は
な
か

た


　
県
内
企
業
と
組
み

美
保
テ
ク
ノ
ス
が

Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特
定
目
的
会
社
︶
の
代
表
と
し

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
﹁
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務

所
新
棟
・
米
子
市
役
所
糀
町
庁
舎
整
備
等

事
業
﹂
の
優
先
交
渉
権
を
獲
得
し
た
の
は


年
１
月

自
社
の
新
社
屋
建
て
替
え
工

事
が
動
く
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
重
な
り

こ

の
２
つ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
挑
む
こ
と
を
決
め
た


　
社
を
挙
げ
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
取
り
組
む
美
保

テ
ク
ノ
ス
に
と

て

フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
今

後
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
を
見
据
え
た
分
岐
点
と

な

た
が

そ
の
挑
戦
は
と
て
も
ハ

ド

ル
が
高
か

た

特
に
施
工
段
階
で
は
担

当
者
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
価
値
を
意
識
し
て
な
け

れ
ば
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な

い

２
つ
の
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ク
ト

を
通
し
て
﹁
で
き
た
こ
と
﹂
﹁
で
き
な
か


た
こ
と
﹂
を
整
理
し
た

成
果
の
１
つ

と
し
て

年
２
月
に
認
証
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
９
６
５
０
は

地
域
建
設
業
と
し
て

初
め
て
取
得
す
る
快
挙
と
な

た


　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
で
は

応
用
技
術
の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
エ
バ
ン
ジ

リ
ス
ト
を
務
め
る
伊
藤
久

晴
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ

シ

ン
代

表
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
下
支
え
し

た

新
社
屋
で
進
め
て
き
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ワ


ク
フ
ロ

を
対
象
に
企
画
か
ら
基
本
設

計

実
施
設
計
ま
で
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う

な
モ
デ
ル
を
作
成
す
べ
き
か

を
明
確
化

し

設
計
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ワ


ク
フ
ロ

を
構
築
し
た


　
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
機
に


美
保
テ
ク
ノ
ス
は
応
用
技
術
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活

用
に
向
け
た
協
業
の
基
本
合
意︵
Ｍ
Ｏ
Ｕ
︶

を
結
ん
だ

美
保
テ
ク
ノ
ス
の
野
津
健
市

社
長
が
﹁
当
社
が
長
年
苦
労
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
取
り
組
ん
で
き
た
よ
う
に

同
じ
よ
う

に
悩
む
地
域
建
設
業
の
力
に
な
り
た
い
﹂

と
説
明
す
る
よ
う
に

両
社
は
低
コ
ス
ト

で
シ
ン
プ
ル
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
で
き
る
新

た
な
パ

ケ

ジ
ツ

ル
の
開
発
に
も
着

手
し
た

応
用
技
術
の
船
橋
俊
郎
社
長
も

﹁
地
域
建
設
業
向
け
に
最
適
な
活
用
方
法

を
提
示
し

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
普
及
に
貢
献
し
た

い
﹂
と
賛
同
し

両
社
は
力
強
い
一
歩
を

踏
み
出
し
た


　
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は
﹁
着

工
時
の
仕
様
不
確
定
﹂
﹁
図
面
情
報
の
不

整
合
﹂
﹁
煩
雑
で
高
難
易
度
な
ツ

ル
の

使
用
﹂
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な


た

美
保
テ
ク
ノ
ス
の
新
田
Ｂ
Ｉ
Ｍ
戦
略

部
長
は
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
に
は
プ
ロ
セ
ス

の
改
善
と
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な

た
﹂
と
確
信
し
て
い
る


　

年
度
早
々
に
も
販
売
を
予
定
し
て
い

る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
支
援
パ

ケ

ジ
は
﹁
正
確
な

モ
デ
ル
作
成
﹂
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス
の
明

確
化
﹂﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
情
報
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂

の
３
点
で
構
成
す
る

シ
ス
テ
ム
全
体
を

指
揮
す
る
応
用
技
術
の
高
木
英
一
執
行
役

員
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
長
は
﹁
誰
も
が
無
理
な

く
取
り
組
め
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
パ

ケ

ジ
を
提

示
し
た
い
﹂
と
考
え
て
い
る


　
今
年
６
月
に
開
催
し
た
美
保
テ
ク
ノ
ス

と
応
用
技
術
の
業
務
提
携
中
間
発
表
会
に

は

米
子
市
の
伊
木
隆
司
市
長
も
か
け
つ

け

両
社
が
地
域
建
設
業
に
向
け
て
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
導
入
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と
に
触

れ

﹁
米
子
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
流
れ
を
作

て
ほ
し
い
﹂
と
エ


ル
を
送

た


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
敷
居
は
高
く

導
入
し
た
く

て
も
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
地
域
建
設
業
は
多

い

美
保
テ
ク
ノ
ス
の
野
津
社
長
は
﹁
わ

れ
わ
れ
自
身
も
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
る

が

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ス

︵
最
適
解
︶
を
示
し
た
い
﹂
と
力
を
込
め

る

フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
挑
ん
だ
新
社
屋
の
成

果
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
に
悩
む
地
域
建
設
業

の
支
援
パ

ケ

ジ
と
し
て
も
提
供
さ
れ

る


　
美
保
テ
ク
ノ
ス
を
代
表
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特
別
目
的
会
社
︶
﹁
が
い
な

Ｓ
Ｓ
Ｊ
パ

ト
ナ

ズ
﹂
が
設
計
・
施
工
を
担
当
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
﹁
鳥

取
県
西
部
総
合
事
務
所
新
棟
・
米
子
市
役
所
糀
町
庁
舎
﹂
は
８
月

日
に

竣
工
を
迎
え
た
規
模
は
Ｓ
造
地
上
４
階
建
て
延
べ
３
５
８
１
平
方

県

と
基
礎
自
治
体
の
一
体
的
な
庁
舎
整
備
は
建
設
の
合
理
化
だ
け
で
な
く


行
政
サ

ビ
ス
効
率
化
の
側
面
で
も
全
国
の
さ
き
が
け

鳥
取
県
発
注
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
県
内
企
業
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
構
成
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
と
な


た

国
土
交
通
省
の

年
度
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た
建
築
生
産
・
維
持
管
理

プ
ロ
セ
ス
円
滑
化
モ
デ
ル
事
業
に
も
採
択
さ
れ
建
設
段
階
だ
け
で
な
く


維
持
管
理
段
階
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
す
る
予
定
だ


　弊社・美保テクノ
ス株式会社は、鳥取
県米子市に本社を構
え、今年創立年と
なります。このたび
年ぶりに社屋の建
て替えを行いまし
た。新社屋建設に当

たっては、社内で新社屋検討のプロジェク
トを立ち上げ、二つのコンセプトを掲げ、
検討を開始しました。そのコンセプトは、
第一に「現時点で可能な技術的なチャレン
ジをできる限り行おう」ということと、第
二に「建設会社である当社の多くの社員は、
普段は現場に居るので、現場の社員が帰っ
て来たくなるような機能に優れた社屋にし
よう」というものです。
　弊社はゼネコンですので、新社屋の計画
から設計、施工に至るまで、全て自前で行
いました。また、新社屋は極めて珍しい自
社発注の案件ですので、自社でやってみた
いこと、試してみたいことなど、様々なチ
ャレンジを行うには、またとない機会です。
技術的なチャレンジはＺＥＢやＢＣＰ対応
など、数々行ってきましたが、中でも本工

事において、弊社が長年取り組んできたＢ
ＩＭを企画、設計、施工、維持管理など、
全ての建築のプロセスにおいて最大限に活
用するという「Full-BIM（フルＢＩＭ）」
にチャレンジしました。
　「フルＢＩＭ」ですので、２次元の紙の
図面は最低限とし、設計で作成した３次元
モデルをベースに施工を行いました。その
一連のプロセスの中で、できたこと、でき
なかったこと、上手くいったこと、上手く
いかなかったこと、など両方ありましたが、
当社の今後にとって、貴重な学びの機会と
することができました。また、どのような
場合に施工部門に負荷がかかるかも分かり
ましたので、今後に活かすことができると
思います。
　今回チャレンジした「フルＢＩＭ」は、
まだまだ発展途上ですが、全ての建築のプ
ロセスでＢＩＭを適正に活用すれば、弊社
の社是である「よい仕事を、早く、安く、
安全に」が実現できるものと考えています。
弊社は建築工事におけるＢＩＭを活用した
ベスト・プラクティスの確立を目指してお
り、その実現に向けて、これからもチャレ
ンジし続けていきたいと思います。

エントランス

　
美
保
テ
ク
ノ
ス
新
社
屋
の
設
計
施

工
に
あ
た
り﹁
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
│
Ｂ
Ｉ
Ｍ
﹂

︵
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
︶
へ
の
挑
戦
と
い
う

課
題
が
与
え
ら
れ
ま
し
た

﹁
Ｆ
ｕ

ｌ
ｌ
│
Ｂ
Ｉ
Ｍ
﹂
と
は
弊
社
の
造
語

で
﹁
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
す
る
﹂
と
い
う
意

味
で
す

発
注
者
で
も
あ
る
自
社
ビ

ル
だ
か
ら
こ
そ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
へ
の
挑
戦
が

許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
美
保
テ
ク

ノ
ス
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
と

て
大
き
な
分

岐
点
と
な
り
ま
し
た


　
弊
社
は
２
０
０
４
年
に
オ

ト
デ

ス
ク
様
の
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
を
導
入
し



年
か
ら
は
応
用
技
術
様
の
コ
ン
サ

ル
テ

ン
グ
に
よ
り
Ｂ
Ｉ
Ｍ
技
術
の

高
度
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
事
実


モ
デ
リ
ン
グ
技
術
や
作
図
技
術
は
こ

の
数
年
で
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が

そ
れ
で
も
す
べ

て
の
挑
戦
が
う
ま
く
い

た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん


　
設
計
担
当
の
北
野
係
長

現
場
所

長
の
松
本
係
長

Ｂ
Ｉ
Ｍ
支
援
担
当

の
竹
内
課
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
に

時
に
は
大
き
な
負
担
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

彼
ら
の

チ

レ
ン
ジ
に
よ
り
生
産
性
を
阻
害

す
る
最
大
の
要
因
は
情
報
の
あ
い
ま

い
さ
で
あ
り

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
メ
リ

ト

を
得
る
た
め
に
﹁
発
注
者
の
要
求
事

項
を
満
足
す
る
設
計
情
報
を
着
工
ま

で
に
正
確
に
整
え
施
工
へ
受
け
渡

す
﹂
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た


　
本
工
事
に
お
い
て
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
﹂
と
い
う
視
点
で
建

築
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
９
６
５
０
を
理
解
し

認
証

を
取
得
し
独
自
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ワ

ク
フ

ロ

を
構
築
で
き
た
こ
と
が
最
大
の

成
果
で
あ

た
と
感
じ
て
い
ま
す


　
こ
の
た
び

新
社
屋
が
完
成
し
ま

し
た

ご
助
力
を
頂
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た


　
こ
こ
で
は
新
社
屋
の
設
計
・
施
工

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す

こ
の
新
社
屋
は
大
き
く

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

設
計
し
て
い
ま
す


　
①
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
認
証
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
を
取
り
入
れ
る
︶

　
②
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
災
害
に
強
い
建
物
・

災
害
時
に
は
広
域
避
難
場
所
と
な
る

こ
と
︶

　
③
コ
ロ
ナ
対
応
︵
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
コ
ン
ト
ロ

ル
に
よ
る
空
調
設

備
︶

　
設
計
者
・
施
工
者
な
ど
の
関
係
者

が
施
工
中
に
も
議
論
を
重
ね
た
結

果

Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
は
年
間
の
一

次
エ
ネ
ル
ギ

消
費
量
を

％
以
下

ま
で
削
減
す
る
建
物
と
い
う
﹁
Ｚ
Ｅ

Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
﹂
の
認
証
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
米
子
市
と
災

害
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
内
定
を

頂
い
て
お
り

災
害
時
に
は
地
域
の

避
難
拠
点
施
設
と
し
て
の
お
墨
付
き

を
頂
い
て
い
ま
す


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
に

つ
い
て
は

デ
シ
カ
式
空
調
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
ま
し
た

加
湿
・
除
湿

を
コ
ン
ト
ロ

ル
し

二
酸
化
炭
素

濃
度
が
高
濃
度
に
な
る
と
自
動
的
に

適
切
な
換
気
を
行
う
機
器
に
よ


て

コ
ロ
ナ
禍
で
あ

て
も
安
心
し

て
業
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す


　
施
工
担
当
者
は

以
上
の
設
計
ポ

イ
ン
ト
を
よ
く
理
解
し

全
て
の
ミ


シ

ン
を
完
遂
し
て
く
れ
ま
し

た

設
計
・
施
工
に
あ
た

て
く
れ

た
全
て
の
社
員
・
協
力
業
者
様
に
感

謝
し
ま
す


　山陰地方を中心に活動する総合建設業の
美保テクノスが、鳥取県米子市の旧社屋跡
地に建設していた新社屋が竣工した。ＢＩ
Ｍトップランナーとして走り続ける同社
は、新社屋で設計から施工までのフルＢＩ
Ｍに挑み、多くの成果を手にした。地域建
設業として初めてとなるＢＩＭの国際規格

ＩＳＯを認証取得したほか、鳥取県内初のＺＥＢｒｅ
ａｄｙとしても認証を受けた。野津健市社長は「将来に向けて
力強い一歩を踏み出すことができた」と新社屋完成への思いを
語る。日には新社屋の多目的ホールで竣工式典が開かれる。

多目的ホール受付ホールリフレッシュルーム

　美保テクノスは地域に貢献し、快適で暮らしやすいまちづくりを目指
している。経営スローガンとして掲げる「夢、まち、人づくり」は、将
来ビジョンを親近感のある言葉で端的に表現したものだ。もっと素晴ら
しく、もっと楽しく生活するため、いかなる時代も理想を追い求める姿
勢が経営の根幹にある。
　本社屋の建て替えは年ぶり。敷地はＪＲ米子駅から徒歩分ほどの
場所にあり、山陰本線と、米子空港からアクセスする境線の線路沿いに
位置する。車窓から見えるように、新社屋の壁面に掲げた「ようこそ　よ
なごへ」とのメッセージは同社の地域貢献への思い、そのものでもある。
　新社屋建設ではフルＢＩＭへのチャレンジに加え、鳥取県内で初めて
となるＺＥＢ－ｒｅａｄｙの認証、さらには米子市との防災協定、ＢＣ
Ｐ対応、完全非接触型入出管理など様々な技術を取り入れた。ＢＩＭの
つながりで関係性を深めた熊本大学大西研究室や広島工業大学杉田研究
室と連携し、デジタルデータを駆使した木質仕上げの造形も受付ホール
やリフレッシュルームなどに配置した。
　新社屋は６月末に完成し、仮社屋からの順次引越しを進めながら、き
ょう日から業務を開始する。日の竣工式典には、伊木隆司米子市長
を始め、工事関係者など約人が参加する。

建設地：鳥取県米子市昭和町番地
規　模：Ｓ造５階建て延べ，㎡
工　期：年６月年６月

　美保テクノス様
のＢＩＭの技術の
結晶ともいえる新
社屋の竣工、おめ
でとうございま
す。また、美保テ
クノス様は、この建物で、今年、ＢＳＩ
ジャパンのＩＳＯ２（ＢＩＭを
使用した情報マネジメント）の審査を受
け、認証を取得されています。これは、
地方ゼネコンとして真摯にＢＩＭに取り
組む、美保テクノス様の大きな成果です。
　ＩＳＯ２は、ＢＩＭによる設
計・施工業務を最適化する建設情報のマ
ネジメント手法です。美保テクノス様は、
すでに、２次元ＣＡＤを使う意匠設計者
はひとりもいません。全員がＲｅｖｉｔ
を使って設計を行っています。しかし、

この段階になっても、従来の設計プロセ
ス自体が変わらなければ、大きなメリッ
トに繋がらないと考えて、この規格に着
目されました。
　美保テクノス様にとって認証取得は単
なる通過点に過ぎません。これを起点と
して、ＩＳＯの目指す、情報マネ
ジメントを、実務に取り入れることで、
業務改革を図ろうと考えておられます。
私も、微力ながら、美保テクノス様のプ
ロセス改革に協力させて頂きます。今後
の美保テクノス様の取り組みに、注目し
て頂ければと思います。

　新しい社屋の建
設では、オートデ
スクのＲｅｖｉｔ
とクラウドソリュ
ーションであるA
utodesk Construction Cloud（略称ＡＣ
Ｃ、旧ＢＩＭ　）が活用されました。
　これにより、ＢＩＭが設計ツールだけ
でなく、社内外の円滑なコミュニケーシ
ョンのプラットフォームとしても活用さ
れ、さまざまな課題の解決に取り組まれ
ました。
　具体的には、ＡＣＣを利用して、プロ
ジェクトの関係者間で１つのモデルやデ
ータを共有することで、認識の不一致に
よる手戻りが軽減され、遠方の専門家と
も協力が可能になりました。

　また、ＲｅｖｉｔのデータやＡＰＩを
活用して、設備の検討が自動化されたり、
デジタルファブリケーションが活用され
たりするなど、機械やデータベースとの
連携による作業効率化にも挑戦されまし
た。
　オートデスクは、世界中の企業や皆様
がモノや空間、体験を「設計・デザイン
し、創造」することを支援するテクノロ
ジーを提供する使命を持っています。そ
して、今後も地方ゼネコンの先端を走る
美保テクノス様や強力なパートナーであ
る応用技術様との協業を通じて、さらな
る発展に向けて取り組み、皆様の変革に
貢献してまいります。

　美保テクノス様
は地方建設業で初
めてＩＳＯ
を認証取得され、
新社屋のＢＩＭ運
用についてもその規格に基づき進めてき
ました。それはとても大変であったと思
いますが、理想のＢＩＭに近づくための
手段であったと捉えています。当社がそ
のサポートをできたことに非常に満足し
ています。
　ＢＩＭへの取り組みは導入コストの課
題や導入初期に作業負荷が大きいことに
より中小企業は敬遠しがちですが、美保
テクノス様は社を挙げて前向きにＢＩＭ
と向き合う姿勢もあり、低コストかつ初
期投資が少ない形で取り組みを進めるこ

とができています。
　当社は、美保テクノス様が新社屋建設
などで得たＢＩＭのノウハウをパッケー
ジ化し、製品として具体化します。全国
の地方都市でＢＩＭ導入に頑張ろうとし
ている建設会社に向け、ＢＩＭ導入ハー
ドルを下げ、国内のＢＩＭ普及を支援し
ていきたいと考えています。
　美保テクノス様との協業はＢＩＭへの
ハードルを下げて、私たちが掲げる「誰
もがＢＩＭにつながる世界へ」という価
値観を体現するきっかけにできればと考
えています。志を持ってＢＩＭ推進に真
剣に向き合う美保テクノス様を今後もサ
ポートしていきます。新社屋の竣工、お
めでとうございます。

　当社は年１
月から美保テクノ
ス様のＢＩＭ運用
支援やシステム開
発などのサポート
をスタートし、
年２月には地域建設業の課題解決に向け
ＭＯＵ（基本合意書）を締結し、より関
係性を深めてきました。
　美保テクノス様は年のＢＩＭ戦略部
発足を機にＢＩＭ導入の新たなステージ
に入り、特に設計から施工までの工程を
フルＢＩＭで実証した新本社建設の成果
として、ＩＳＯを認証取得するな
ど、ＢＩＭ活用のトップランナーとして
大きく成長されました。
　当社は「課題を価値に変えるイノベー
ションカンパニー」を標榜し、美保テク

ノス様が抱えている課題に寄り添い、そ
の解決に向けて活動しています。美保テ
クノス様が新社屋建設で整理されたＢＩ
Ｍ活用の様々な課題は、他の地域建設業
にとっての貴重な成果になることは間違
いありません。両社では新社屋の成果を
製品化することで、ＢＩＭ導入に悩んで
いる建設会社の方々に向けて、ノウハウ
（価値）を提供してまいります。
　今回、美保テクノス様とご一緒できた
ことを、とても感謝しております。ＢＩ
Ｍで完結させる、ＢＩＭを最大限に生か
すという強い意志で挑んだ新社屋が完成
したことにお祝いを申し上げます。


